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「仏教聖典(TheTeachingofBuddhal968)｣(仏教伝道協会発行，
1968），の中に用いられた英訳の仏教用語の主なものについて，その一部
を， 45号「棲神」に於て，述べましたが，其の続きを語義の上から，仏教
的解明は他にゆずり，一般的意味に於てその由って来たる英語について，
文献を参照しながら少し述べて見たいと思います。
(a)desire(愛欲）について
AmericanCOllegeDictionary(以下,A.C.D.と省略）によると
anexpressedwish,Somethingdesired,sensualappetite,
即ち.｢表現された願，何か望まれるもの，官能的欲望」と云う11fになる。
Wedster'sEssentialEnglishDictionary(以下,W.E.E、 D.と
省略）によると, astrongwish,somethingdesiredとある。即ち，
「強い願，望まれる何か。」と云う意味になる。
Obunsha'sSeniorEnglishDictionary(以下O、S.E.D.と省略）
によると, awish,astrongwish,となる。
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以上考えてみるに，表現された願，何か望まれるもの， と云う一般的意
味より, A.C.D.にあるように，官能的意味に転じて，愛欲と云う表
現になると思う。
(b)theBuddhaofinfinitelight(無量光仏）について
infiniteについて考えて見ると,A.C、D・によると,mdefimtely
orexceedmglygreat,unboundedorunlimited,perfect,となる。
W、 E.E.D・によると,seemingtobewithoutlimits,being
withoutUmitsofanykind,となる。
O.S.E.D.によると,withoutUmits,endless,extremelygr-
eat,となる。
lightについて考えて見ると，
A.C.D・によると,thatwhichmakesthingsvisible,stateof
bemgvisible,revealedtopubncnoticeorknowledge,となる。
W、 E.E、D・によると,theconditionthatenablesonetosee,
thebrightformofenergygivenoffbysomethingthatenables
onetoseeobjects,となる。
O.S.E.D.によると,thatwhichmakesitpossibletosee,
thestateofbeingvisible,となる。
以上, theBuddhaofinfinitelightについて考えて見ると，「限りな
く，物事を明らかにする力を有するブッダ」と云う意味になると考える。
(c)theBuddhaofboundlesslife(無壁寿仏）について
boundlessについて考えて見ると,A.C、D・によると,without
bounds,unnmited,即ち，「限りがない無限な」と云う意味になる。
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W. E. E.D.によると,havingnolimits,vast,となる。
O.S、 E.D,によると,notmmited,infinite,vast,となる。
lifeについて述べて見ると，
A.C、D・によると,theconditionwhichdistmguishesanimals
andplantsfrominorganicobjectanddeadorganisms,(無機物や死
んだ有機体（物）から， 動物や植物を， 区別する状態） となる。又は，
thedistmguishmgphenomenaofplantsandanimals．（植物や，動
物の特色を示す状態）となる。
O、 S.E.D.によると,thequantythathumanbeing,anim-
als,andplantshaveandrocksandmetalshavenot,(人類や，動
物植物が持って居り， 岩や金属類が，持って居ない性質） となる。叉，
thestateofbemgalive,(生きている状態）となる。
W、 E、 E、D.によると,thequantybywhichammalsandpl-
antsdifferfromsuchthingsasrocks,earth,andwater,(動物や
植物が，岩や土や，水と異なる性質） となる。又は, thesequenceof
physicalandmentalexperiencesthatmakeuptheexistenceof
anindividual,(個人の存在を構成する身体的，精神的経験の連続）とな
る。以上考えてゑるに,｢無限な生命力を持つブッダ」と云う意味になる。
(d)thedelusionofreasoning(見惑）について
delusionは,deludeの名詞故,deludeについて，述べると,A.C.D.
によると, tomisleadthemindorjudgmentof;deceive,(心や判
断を惑わす，即ちだます）となる．
W、 E.E.D によると，上記と同じ意味が述べてある。
O、 S、 E.D・によると,deceive,misleadとなる。
（256）
reasoningはactorprocessofonewhoreasons故，先づreason
について，考えて見ると，
A、 C.D・によるとtothinkoutlogically(論理的に考える）とな
る。
W、 E、 E、D.によると,totalkwithanothersoastomfluen-
cehisactionoropmions,tothinklogicallyとなる。
O、 S.E、D.によるとthinklogically,drawconclusionsfrom
data(論理的に考える．データーから結論を引き出す）となる。
以上，要約すると， 「論理的に考える事にまどいを感ずるもの」と，云
う意味になる。
(e)thedelusionofpractice(修惑）について
deluSionについては，上述の通りである故,practiceについて考えて
承ると，
A.C， D.によるとtheactionorpr"essofperformmgordo-
ingsomething,(何かを遂行する行為や，過程）となるっ
W、 E、 E.D.によると,todoorobserveoftenorusually,(し
ばしば,又は,平常ものをなしたり，観察したりする事）又は,todore－
peatedexercisesmsoastolearnorimprove,(学んだり，進歩する
ために，反復練習をする事）となる。
O、 S.E.D.によると,theactofcarryingoutsomething,(何
かを行なおうとする行為）となる。
以上より考えると， 「事を実際に遂行するに当っての迷い」と云う意味
になる。
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(f)thepracticeofcharity(布施）について
practiceについては，上述の通り故,charityについて考えてゑると，
A.C.D.によると,theprivateorpublicreliefofunfortunate
orneedypersons,(不幸な貧しい人々えの私的又は，公的の援助)so-
methinggiventoapersonorpersons,となる。
W、 E.E、 D.によると,loveforone'sfellowmen,(同胞に対す
る愛)thegivingofaidtothepoorandsuffering,(貧しく，悩んで
居る人々に対し，助けを与える事)publicaidorthepoorとなる。
O.S.E.D.によると,kindnessinjudgingpeople'sfaults,(人
々の失敗（峡点）を判断する場合の親切心) thehelpgiventothep－
OOrpとなる。
以上より要約すると， 「不幸な人々や，貧しい人々，悩んでいる人々に
助けを与える行為」と言う意味になる。
(9)thepracticeofgoodbehavior(持戒）について
practiceについては，上述の通りである。先づ
behaviorについて考えてゑると,A、C、D・によると,mannerof
behavingoractingとなる。behaveについてゑると,toconductone-
selforitself(人又は物自身が行為する)X,toactproperly(適当に
振舞う）となる。
W.E、 E.D.によると,behaviorについては,thewayinwhi-
chapersonconductshimself｡(人が身を処する方法）又は,thewh-
oleactivityofsomethmgandespeciallyalivingbeing,(或るもの
の，殊に生物の全行動）となる。
O、 S、 E.D.によると,acts(行為)manners(態度，行儀）とな
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る。以上要約すると， 「人や生物が，善良に,_適当に，身を処する方法」
となる。
(h)ignorance(無明）について
形容詞ignorantについて考えると,A、C、D.によると,lackmg
knowledgeorinformationastoaparticularsubjectorfact,(特別
の事物に関する知識や，見聞の峡いている）と云う意味になる。
W.E、 E.D.によると,havmgnoknowledgeorlittleknowl-
edge,(知識が殆んどない）となる。
O、 S.E.D.によると,knowinglittle,withoutknowledgeとな
る。以上要約すると， 「邪物に関する知識や，見聞の欠如」を意味する。
(i)offering(供養）について
A.C.D.によると,somethingofferedinworshipordevotio-
n,astoGod,adeity,etc.(神等えの崇拝で供えられた物),acon-
tributiongiventoorthroughthechurchforaparticularpurpose
asataservice,(奉仕として，特別の目的で，教会に与えられた寄贈
物）となる。
W.E.E.D・によると,theactofonewhooffers,(ささげる
人の行為)asacrificeofferedaspartofworship,(礼拝の一部として
ささげられた，いけにえ)acontributiontothesupportofachurch,
（教会の援助の為の寄附）となる。
O.S.E.D.jによると,theactofmakmgaproposal,(申し出
をする行為)agifttothechurch(教会に対する供物）となる。
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(j)rebirth(輪廻）について
A.C.D.によると,bemgbornagain,asecondbirthとなる。
W.E.E、D.によると,aneworsecondbirthとなる。
O、 S.E.D.によると,newbirth,evivalとなる。以上考える
に， 「新生，再生，復活」と云う意味になる。
(k)chimeras(妄想）について
A.C.D.によると,amythologicalfire-breathingmonster,
（神話又は，想像上の火を吐く怪物)commonlyrepresentedwitha
lion'shead,agoat'sbody,andaserpent'stail,(普通，ライオンの
頭や，山羊の体や，蛇の尾で表現される。 )avainoridlefancy(無駄
な，つまらぬ空想）となる。
O.S、 E、D・によると,afire-bI･eathingmonster,atrrible
imaginarycreature,(恐ろしい，想像上の生物)awilddream(荒を
しい空想）となる。
以上より「妄想」と云う意味が生れて来る。
(1)repentantsprit(熾悔）について
先づ名詞のrepentanceについて考えると，
A、 C.D.によるとregretforanypastaction(何か過去の行為
に対する後悔）となる。
W.E、 E.D・によるとafeelingofregretforsomethingdone
orsaidandespeciallyforsomethingwrongorevn(為された行為
や，言われた事，殊にまちがった事や，邪悪な事に対する後悔の感情）と
なる。
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O、 S.E.D・によると,theactofrepenting(後悔する行為）と
なる。
以上より要約すると， 「過去の行為や，邪悪な事， まちがった事等に対
する後悔の念」と云う意味になる。
(m)thefour-foldnobletruth(四諦）について
先づ, nobleについて考えると,A、C、 D.によるとdistinguished
bybirth,rankortitle(生れや，地位や，称号により， 名の知れてい
る)X,ofanexaltedmoralcharacterorexcellence(高い道徳的素
質や優秀さのある）となる。
W、 E、 E、D・によると,ofhighbirthorexaltedrank,(生れの
良い，高い地位の)possessingsuperiorqualities,(すぐれた資質をもっ
ている)grandandimpressiveinappearance,(外見は立派で，印象的
である）となる。
O.S、 E、D･によると,greatandpureinmindorcharacter,
（心や性格が気高い)highinsocialrankortitlebybirth(生れなが
ら高い社会的地位や，称号をもつ）となる。
次にtruthについて考えてゑると，
A.C.D.によると,thatwhichistrue(真実であるもの)the
stateorcharacterofbemgtrue(真実である状態や，性質）となる。
W、 E.E，D・によると,thestateofbeingtrue,thebodyofr-
ealeventsorfacts,(実際の出来事，又は，事実の実体)atrueora-
cceptedstatementorproposition(真実の叉は認められた陳述，或は
命題）となる。
O.S、 E、 D.によると,thequalityorstateofbemgrealor
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accordingtofact(真実であり，又事実による素質や状態),anestabli-
shedfactorprinciple(つくられた事実や法則),thatwhichistrue
となる。
以上，要約すると「四つの気高い真実なもの」となる。
(n)theeight-foldnoblepath(八正道）について
nobleについては，前述の通り故,pathについて考えると,A.C.
D.によると,awaybeatenortroddenbythefeetofmenorb-
easts,(人や動物の足によりふみつけられた小道)aroute,course,or
trackinwhichsomethingmoves,(物が移動する行路)acourseof
action,conduct,orprocedure(行動や，行為や，手順の路）となる。
W.E、 E、D.によると,atrackmadebyfoottravel,(足跡により
造られる道)acourseorwayoflifeorthought,(生き方，又は，も
のの考え方）となる,O、S.E.D.によると,awaymadebythe
footstepsofmenoranimals,alinealongwhichapersonort-
hingmoves,acourseofconductoractionとなる。
以上，要約すると「八つの気高い生き方や，考え方」となる。
(o)ThefourrightprocedUjfes(四正勤）について
procedureについて考えると,A.C.D.によると,theactorm-
annerofproceedinginanyactionorprocess,(何らかの行動や手順
を続ける行為や方法)aparticularcourseormodeofaction,(行動の
特別の方針や様式）となる。W.E、 E、 D.によると, themanner
ormethodinwhichabusinessoractioniscarriedon,(ある仕事や
行動が行なわれる方法や，手段) anactionorseriesofactions(一つ
の行動，叉は，一連の行動）となる。O、 S.E.D.によると,the
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actormannerofproceedinginacourseofaction, aparticular
courseofaction, となる。
以上，要約すると， 「四つの正しい行動」となる。
(p)thefourpointstobeconsidered(四念住）
considerについて考えると,W.E、 E.D・によると,tothink
overcarefully,(注意深くえる)toregardhighly(尊重する）となる。
A.C、D.によるとtocontemplatementally,(精神的に熟考する）
tothink,toregardwithconsiderationorrespect(思いやりや，尊
敬の念で考える）となる｡O、S、 E.D.によると,thinkabout(so-
mething)inordertounderstandit,(物事を理解する為に考える)al-
lowforsomething(物事を酌量する）となる。
以上，要約すると， 「深く熟考し，物事を理解すべき四つの要点」とな
る。
(q)self-pride(我）について
先づ, selfについて考えると,W.E.E、D・によると,oneselfor
itself,(～自身，又は，そのもの自体),oforbyoneselforitself,(~
自身あるいは，そのもの自体で）となる。A、 C.D.によると,apers-
onorthingreferr℃dtowithrespecttoindividuality,one'snature,
one'scharacter・personalinterestとなる。
O.S.E、 D.によるとone'sowncharacterorpersonanty(自
身の性格や個性）となる。
prideについて考えると,W.E.E.D.によると,toohighano－
pinionofone'sownabilityorworth;afeelingofbeingbetter
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thanothers,(自分自身の能力，叉は価値についての高すぎる評価，他人
よりすぐれているという感情)asenseofpleasurethatcomesfrom
someactorpossession,(ある事の行為や，所有から来る満足感)Som-
ethingofwhichoneisproud(人が自慢しているもの）となる。
A.C.D.によるとthestateorfeelingofbemgproud,thebest
ormostadmiredpartofanything(何かの最も賞讃に値する部分）
となる。O、 S、 E.D・によると,ahighopimonofone'sownab-
ilityorimportance,(人が自身の能力や，重要さについて，ほめすぎる
事)asenseofone'sowndignityorworth,(人・自身の威厳や，価値
についての意識)afeelingofpleasureorsatisfactioninone'sacco-
mpmshmentsorpossessions,som th ngthatgivessomeoneplea-
sureorsatisfaction(人に楡みや，満足を与えるもの）となる。
以上，細かく述べて承ましたが，本文の場合，良い意味に使われていな
いので，要約すると「自分自身の能力，又は価値についての，高すぎる評
価」と云う意味になると思う。
(r)endurance(忍辱）について
先づ動詞endulreについて考えると,W.E、 E D.によると,tO
continueinexistence,(存在し続ける)tobearpatientlyorfirmly
（忍耐強く，又は断固として（苦し承など）に耐える）となる。A、 C.
D・によると,toholdoutagamst,tobearwithoutresistanceor
withpatience,(抵抗なしに，がまん強く，耐える)tocontinuetoe-
xist,(存在しつづける)tosufferwithoutyielding(屈つする事なしに
忍ぶ）となる。
O.S、 E、D.によると,sufferwithoutexpressingdisUke,(きら
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いの気持ちを出さずに耐える)tocontinueとなる。結局endureの名詞
がenduranceとなる故，以上を要約すると「苦しゑ等に屈する事なく，
耐える事」と云う意味になる。
(s)virtuousdeeds(功徳）について
virtuousはvirtueの形容詞故，先づvirtueについて述べると,W.
E、 E、 D・によると,moralexcellence,(道徳的美点)anactivebe-
neficialpower,(実際的な有益な効力)adesirableorpraiseworthy
quality(望ましい，又は，ほめるべき特質）となる‘，
A、 C.D.によると,moralexcellenceorgoodness,(腫徳的美点，
又は道徳的優良さ)apowerOrpropertyofproducingaparticulare-
ffect,(特別の効果を生ずる力や物）となる。O.S、 E.D.によると，
moralexcellenceingeneral,(一般的に道徳的にすぐれている事)ag-
oodquality,(善い特質)powertodogood(善い獅をなすべき力）と
なるo
deedは行為的，以上要約すると「道徳的に，すぐれた，ほめるべき特
質を有する行為」となる。
(t)fouremotionalstatesofmind(四無量心）について
emOtiOnalは，形容詞故，先づemotionについて述べると,W.E.
E、 D.によると,strongfeeling,(強い惑怖)amentalandbodily
reactionmarkedbystrongfeeling(強い感情により，示される心的又
は肉体的反応」となる。
A.C、D・によると,anyofthefeelingsofjoy,sorrow,fear,
hate,love,etc･となる。O、S、 E、 D.によるとastrongfeelmg,
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anexcitement(強い感情，興奮）となる。
以上，要約すると「四つの強い感情により示される心の状態）と云う意
味になる。
(u)realstateofthings(実相）について
realについて，述べると,W.E.E.D.によると,ofrelatmgt-
o,orconstitutingfixed,perman nt,orimmovablethings,(固定
したものの，永久的なものの，或は動かないものの，それらに関する，又
は，それらでできている)notimaginary,(柑像によるものでない)not
artificial(人工的なものでない）となる。
A.C.D・によると,true,existingoroccurringasfact,(事実と
して，存在し，生じている),genuine,(純すいな)notartificial,ori-
mitation,となる。
O.S.E、 D.によると,existinginfact(実際に存在する)not
man-made(人工的でない）となる。
stateについて述べると，
W、 E・ E.D・によると,mannerorconditionofbemg,(存在の
様態，或は，状態)conditionofmindortemperament(精神状態，又
は気質の状態）となる。
A.C.D.によるとtheconditionofapersonorthing,(人や
物の状態)conditionwithrespecttoconstitution,structure,fOrm,
phase,orthelike(櫛成，構造，形，局面に関する状況),amodeor
formofexistence(存在の方法や形式）となる。
O.S.E.D・によるとtheconditioninwhichapersonorthi-
ngis,aparticularmentalcondition(特別な緒神状態）となる。
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次にthingsについて述べると，
W.E.E、 D.によると,stateofaffairs(事のありさま）となる。
A， C、D・によると,amatteroraffair,afactorcircumstan-
cepとなる． O、 S.E.D.によると,thestateofaffairs(傭況）
となる。
以上要約すると， （実際の，存在する事の様態）となる。
以上，仏教聖典(TheteachingofBuddha)の中の英訳の仏教用語
の，一部について，語義の上から，述べた次第である。
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